
PDCAサイクルの確立について 別添資料－２

CO2モニタリングの現状

エネルギー消費量によりCO2排出の
全量の把握が可能

一方、CO2削減施策に対する削減
効果の把握が不十分

道路整備・施策の影響の実態をデータに基づき把握しPDCAサイクルを確立

PLAN
CO2排出量を削減するための施策・事業の
計画策定。

CO2排出量削減のためのPDCAサイクル

DO
CO2排出量を削減するための施策・事業の
実施。

CHECK
CO2排出量のモニタリングを実施し、施策・
事業の効果を分析。

ACT
分析を踏まえ、CO2排出量削減のための
施策・事業の見直し・改善を実施。
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自動車交通から排出されるCO2排出量
３つのモニタリング体制

①CO2総排出量の把握 ③個別事業の影響把握
②混雑地域の面的なCO2排出量
の把握

目的
全国、地域ブロック、県単位でCO2
の総排出量を毎年モニタリングする。

目的
環状道路整備、路上工事の縮減、
ITSの活用等のCO2排出量変化を、
混雑区域に着目して毎年モニタリン
グする。

目的
新規バイパスの供用、交差点改良、
エコドライブの推進などの個別事業
について、事前事後を比較して、そ
の影響をモニタリングする。

使用データ

•旅行速度データ（毎年） など

使用データ

•燃料販売量データ

•総走行量データ など

使用データ

•旅行速度データ（事前・事後）

•交通量データ（事前・事後） など
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CO2総排出量
混雑している区域（市街地）

昨年よりC02が増加

昨年よりC02が減少

モニタリング対象外（非混雑地域）

混雑地域のCO2排出量変化
アウトプットイメージ

活用イメージ
１．京都議定書目標達計画の達成
状況の把握および対応の検討

２．都道府県別排出量の変化の公表
等

活用イメージ
１．渋滞対策等の見直し

等

活用イメージ
１．道路整備がCO2排出量に及ぼす
影響の２面性のチェック

２．エコドライブによるCO2排出削減
効果の定量的把握

等

事前・事後CO2変化量

アウトプットイメージ

運転席と助手席の間
に置かれた車載器

ここにﾒﾓﾘｶｰﾄﾞを入れる

デジタルタコグラフ
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CO2排出量モニタリングの全体イメージ

これまでのモニタリング頻度低

道路交通センサスデータによる
CO2排出量の推計（約５年毎）

②混雑地域の面的な
CO2排出量の把握

③個別事業の
影響把握

［５年］

時
間
的
概
念
（
更
新
頻
度
）

［１年］

頻度高

ミクロ
マクロ［渋滞領域排出量］

空間的概念（ミクロ-マクロ）

［県・全国総排出量］

①CO2総排出量
の把握

今後進めていくべき

モニタリング

［幹線排出量］

約120万km約18万km

（道路交通センサス対象）

約3万km

（DID・市街地）
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